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論 文 内 容 の 要 旨
実験動物 (犬) では脳動脈副血行路が高度に発達しているため, 脳軟化を適確 に作成す ることが困難
で, したがって治療効果の実験的検定が難しい｡





あらかじめ開頭後後交通動脈と前大脳動脈の起始部を閉塞し, W illis 氏動脈輪を介す る副血行路を制
限した後, 野部野動脈に血栓を作成し, 或いは額動脈内に凝血片その他の異物を注入することにより, 高
野度に脳軟化巣を作成す ることができた｡ しかも動物の死亡率は低く, 病巣は中大脳動脈領域に限定さ
れ, 大きさ, 形状および病巣内出血の程度もほぼ均等であり, 治療効果の実験的検定に適している｡
この方法を用いて, Plasm in による血栓溶解療法の効果を検討した｡ 琴動脈内凝血片注入, または額動
脈血栓作成の直前より Streptokinase, Streptokinase一成活人血祭による線維素溶解療法を開始すること
により, 犬の実験的脳軟化の発生を防止することができた｡
一方, 血栓の溶解をおこすに足る Plasm in 活性のもとでは高度の凝血能低下がみられる｡ したがって
線維素溶解療法が既存の軟化巣内への出血を誘発, 増強することがないかを検討 した｡ 質動脈内に炭素塊
または Fibrin 塊を注入して作成した新鮮な (48時間以内) 脳軟化巣に対 しては, 全く凝血を形成 し得な
いほど高度の線維素溶解能を維持しても, 病巣の拡大または出血増強の傾向は肉眼的にも組織学的にもみ
とめられなかった｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
実験動物 (犬) では一定の部位に大きさ, 性状も一定した脳軟化巣を適確に作成することは困難で, 袷
療効果の実験的検定もむずかしい｡ 従来の方法は脳動脈の単独または二, 三同時閉塞法, 雫部動脈内異物
注入法または頚部頚動脈および椎骨動脈閉塞法などであるがいずれも適当でない.
あらかじめ開頭後後交通動脈と前大脳動脈の起始部を閉塞し, W illis 動脈輪を介す る副血行路を制限
した後, 頚部額動脈に血栓を作成あるいは額動脈内に凝血片その他の異物を注入することにより死亡率は
低く, 中大脳動脈の領域に限定され, 大きさ, 形状および病巣内出血の程度もほぼ均等な軟化巣を高率に
作成 し得た｡ さらに P lasm in による血栓溶解療法の効果を検討した結果, 額動脈内凝血片注入, または
撃動脈血栓作成の直前より Streptokinase, Streptokinase一成活人血祭による線維素溶解療法を開始する
ことにより, 実験的脳軟化発生を防止し得た｡ 一方, 血栓の溶解をおこすに足る Plasm in 活性のもとで
の線維素溶解療法の既存の軟化巣内への出血の誘発, 増強の有無を48時間以内の新鮮な脳軟化巣について
検討 した結果, 全く凝血を形成 し得ないほど高度の線維素溶解能を維持しても病巣の拡大または出血増強
の傾向は肉眼的にも組織学的にも認められなかった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する,)
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